
Lake Biwa

一般廃棄物処理基本計画の中間見直しに係る

後期計画パブリックコメント（案）について

令和８年９月通常会議 生活産業常任委員会

環境部廃棄物減量推進課
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Lake Biwa

Otsu City

第１章 計画改定にあたって 【計画本編p1～6】

■計画目標年次

・令和3年12月に策定した大津市一般廃棄物処理基本計画は、令和4年度から令和12年度を計画期間と

している

⇒中間目標年度（令和7年度）の結果等を踏まえ、見直しを行う。

年度 R４ R５ R６ R７ R８ R９ R10 R11 R12

現計画

本計画

計画期間 ４年計
画
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し
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次

計
画
目
標
年
次

計画期間 ９年
計
画
開
始
年
次

計
画
目
標
年
次
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Lake Biwa

Otsu City

第２章 地域の概況 【計画本編p7～12】

■人口及び世帯数の状況

・令和7年度の人口：342,655人 世帯数：160,690世帯

・人口は過去10年間で501人増加（約0.1％）世帯数は過去10年間で15,309世帯増加（約10.5％）

・世帯人員は年々減少しており令和7年度で2.13人／世帯
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Lake Biwa

Otsu City

第３章 ごみ処理の現況調査と評価 【計画本編p13～43】

■ごみ発生量の推移

71,236 68,880 65,941 64,082 63,566 
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・令和7年度のごみ発生量：89,648ｔ

・ごみ発生量は減少傾向

・家庭系及び事業系ごみ量は減少傾向

■ごみ排出量原単位の推移
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・令和7年度のごみ排出量原単位：685.4g/人・日

・令和7年度の家庭系ごみ排出量原単位：508.3g/人・日

・令和7年度の事業系ごみ排出量原単位：177.2g/人・日

・ごみ排出量原単位は減少傾向

・家庭系及び事業系ごみ排出量原単位は減少傾向ごみ発生量とごみ排出量の違い

・ごみ発生量：集団資源回収量を含む
・ごみ排出量：集団資源回収量を含まない
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Lake Biwa

Otsu City

■現計画の目標値の達成状況

項目 単位
令和2年度 令和7年度

達成状況

実績値 目標値 実績値

ごみ排出量（資源ごみを除く） t/年 88,023 83,845 78,010 達成

家庭系ごみ原単位（資源ごみを除く） g/人・日 523.6 511.8 449.6 達成

事業系ごみ原単位（資源ごみを除く） g/人・日 177.8 165.8 174.2 未達成

最終処分量 t/年 11,787 11,096 10,254 達成

第３章 ごみ処理の現況調査と評価 【計画本編p13～43】
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Lake Biwa

Otsu City

廃棄物減量等推進審議会における審議状況①

第１回 令和８年６月５日

（１）令和７年度のごみ量及び計画数値目標の達成状況について

（２）ごみ組成調査の結果と分析について

（３）市民意識調査の結果と分析について

（４）中間見直しの方向性について

6

■審議内容

第２回 令和８年８月１０日

（１）一般廃棄物処理基本計画（後期計画）素案について



Lake Biwa

Otsu City

廃棄物減量等推進審議会における審議状況②
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■審議結果（概要）

●基本目標の一部見直し（達成済  上方修正）

①年間ごみ排出量・④年間最終処分量 → 「修正」

令和７年度時点で最終目標を既に達成することを踏まえ、

最終目標値の上方修正を検討する。

②家庭系ごみ原単位・③事業系ごみ原単位 → 「統合＋修正」

行政回収を利用しない大規模マンションの増加に伴い、家庭ごみが
事業系ごみとして排出されている実態を踏まえ、最終目標値を統合
し、上方修正を検討する。



Lake Biwa

Otsu City

廃棄物減量等推進審議会における審議状況③
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■審議結果（概要）

●基本目標の一部見直し（最新の調査結果による推計に置き換え、未達成  下方修正）

家庭系食品ロス量（推計） → 「修正」

ごみ組成調査の結果（令和2年度：6.4%、令和7年度：8.6%）を

踏まえ家庭系食品ロス量を燃やせるごみ全体の１０％→「９％」

として推計する。

浄化槽汚泥排出量・し尿及び浄化槽汚泥排出量 → 「修正」

生活排水処理を取り巻く実態との乖離を踏まえ、
最終目標値の下方修正を検討する。



Lake Biwa

Otsu City

廃棄物減量等推進審議会における審議状況④
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■審議会での主な意見とその対応

ご意見 対応

事業系ごみの排出抑制について 不適正排出の防止強化について記載

地球温暖化問題や石油に頼らない資源循環
の在り方について

重点施策として、Renewable（再生可能な資

源への転換）の視点を追加

リチウムイオン電池の適正処理について
重点施策として、リチウムイオン電池等への対
策を記載

ごみ排出量の予測方法について 予測方法の選定方針について記載



Lake Biwa

Otsu City

基本方針3．環境にやさしい安心・安全なごみ処理の実践 [収集・処理段階での対策]

基本方針1．ごみを減らすための“心ある行動”の実践 [発生段階での対策]

基本方針2．時代にあったリサイクルの仕組みの構築 [排出段階での対策]

第５章 ごみ処理基本計画 【計画本編p61～90】

■基本方針

ＳＤＧｓの目指す持続可能な循環型社会を構築するため、３Ｒに加えRenewableの視点をもった取組を

推進する必要があります。再生可能な資源の選択、ごみの発生抑制再や利用徹底について率先して取

り組むとともに、市民、事業者、行政の三者がそれぞれの立場において“心ある行動”の実践を目指

します。
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Lake Biwa

Otsu City

■数値目標

※家庭系ごみ及び事業系ごみ原単位を統合し、目標値を上方修正する

項目 単位

現状
（令和7年度）

目標年度
（令和12年度）

実績値 現状推移 目標値

ごみ排出量（資源ごみを除く） t/年 78,010 77,522 74,960

現状推移に対
して約3％削減

ごみ原単位（資源ごみを除く） g/人・日 623.7 619.9 600.0

最終処分量 t/年 10,254 10,189 9,853

（参考値）

家庭系ごみ原単位（資源ごみを除く） g/人・日 449.6 447.4 434.0
現状推移に対
して約3％削減

事業系ごみ原単位（資源ごみを除く） g/人・日 174.2 172.5 166.0

第５章 ごみ処理基本計画 【計画本編p61～90】
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Otsu City

リチウムイオン電池等

⇒リチウムイオン電池等の適正な排出方法について、引き続き周知啓発を行うとともに、使用されている製

品例を分かりやすく示すほか、多くの市民の目に触れる媒体や場所を活用するなど、効果的な方法について

検討

■重点施策

第５章 ごみ処理基本計画 【計画本編p61～90】

３Ｒ＋Renewable（再生可能な資源への転換）

⇒推進拠点として大津市木戸さすてなプラザ

市民が資源循環を身近に学び、体験し、実践へとつなげられる施設として機能の拡充

従来のリメイク教室やリユースコーナー ＋ 木材資源の循環利用に関する情報発信や講座等の開催

家庭で不要となったまだ使用可能な物品の拠点回収や店頭回収など、リユースに取り組みやすい環境の整備
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Lake Biwa

Otsu City

■行動計画に基づく具体的な施策（主な施策抜粋）

基本方針１． ごみを減らすための“心ある行動”の実践 [発生段階での対策]

（１）不用品発生の削減 

〇大津市木戸さすてなプラザにおける啓発（新規）

木工教室などを通じて、資源循環の促進のための３Ｒに加え、木材等のような再生可能資源の利用機会の提供を

行うことにより、資源を大切に使うことを学び、実践できるよう啓発を行います。

〇リユースの取組促進（新規）

環境美化センターや大津市木戸さすてなプラザでのリユースの取組を継続するとともに、民間事業者との連携も視

野に入れながら、市民がより利用しやすいリユースの仕組みについて検討します。  

基本方針２． 時代にあったリサイクルの仕組みの構築 [排出段階での対策]

（３）適正排出の徹底

〇不適正排出の防止（拡充）

基本方針３． 環境にやさしい安心・安全なごみ処理の実践 [収集･処理段階での対策]

（３）資源化の推進

〇リチウムイオン電池等の資源化についての調査研究（拡充）

第５章 ごみ処理基本計画 【計画本編p61～90】
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■非常災害時における一般廃棄物の適正処理

非常災害廃棄物の適正処理

非常災害廃棄物については、仮置場等において適切な分別・保管を行い、可能な限り再資源化を

進め、再資源化が困難なものについては適正に処理・処分します。また、処理に当たっては、火災、

悪臭、害虫等の発生や生活環境への影響を防止するとともに、石綿含有廃棄物、廃家電、リチウム

イオン電池等の処理に留意します。

平時からの備え

非常災害廃棄物の円滑かつ迅速な処理を実現するため、「大津市災害廃棄物処理計画」に基づき、

災害廃棄物の処理体制、仮置場候補地、収集運搬・処理に係る関係機関との連携等について平時か

ら必要な準備を進めます。また、非常災害廃棄物の処理に関する協定の締結等を進めるとともに、

情報収集・連絡体制の整備、職員等への研修・訓練及び関係事業者等との連携強化を図ります。

第５章 ごみ処理基本計画 【計画本編p61～90】
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Otsu City

第６章 食品ロス削減推進計画 【計画本編p91～95】

■大津市の食品ロス量推計

・令和7年度の大津市の家庭系食品ロス量：約4,700t

・1人1日当たりの家庭系食品ロス量は約38g

⇒令和5年度の全国平均（約51g）、滋賀県平均（約47g）より少ない

・令和7年度の家庭系燃やせるごみの食品ロスが占める割合：約9％

⇒平成29年度は約10％

⇒家庭系燃やせるごみの食品ロスが占める割合は減少している
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■削減のための施策

第６章 食品ロス削減推進計画 【計画本編p91～95】

・食品ロス削減啓発（３０１０運動、冷蔵庫１０検運動、エコクッキングレシピ紹介、てまえどり運動）

・小学生への授業での啓発（小学校４年生の社会科副読本に食品ロスに関して掲載）

・フードドライブ事業の実施

・フードシェアリングの検討（新規）

⇒消費者、事業者、行政が連携した取組として、店舗（事業者）のそのままでは廃棄されてしまう食品と購入

希望者（消費者）とのマッチングを行うフードシェアリングについて、行政として促進策の検討を進めます。

■食品ロス削減目標 ※目標値の修正なし

項目
現状

（令和7年度）
目標年度

（令和12年度）
目標設定

家庭系食品ロス量（推計） 約4,700t 4,500t 平成29年度比75％

食品ロス削減を意識してい
る市民の割合

約93％ 95％ 市民の95％が意識する
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第７章 生活排水処理基本計画 【計画本編p96～111】

■現計画の目標値の達成状況

項目 単位
令和2年度 令和7年度

達成状況
実績値 目標値 実績値

生活排水処理率 ％ 97.6 98.1 97.9 未達成

し尿処理量 kL 4,976 3,971 3,560 達成

浄化槽汚泥処理量 kL 7,669 5,554 6,786 未達成

し尿及び浄化槽汚泥処理量 kL 12,645 9,525 10,346 未達成

■生活排水処理における目標値 ※目標値を下方修正する

項目 単位
現状

（令和7年度）
目標年度

（令和12年度）

生活排水処理率 ％ 97.9 98.2

し尿処理量 kL 3,560 3,221

浄化槽汚泥処理量 kL 6,786 6,287

し尿及び浄化槽汚泥処理量 kL 10,346 9,508

生活排水処理率
＝全人口のうち公共下水
道及び合併処理浄化槽に
より生活排水処理する人
口の割合
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今後のスケジュールについて
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９月１８日 大津市議会生活産業常任委員会 所管事務調査

１０月１日 パブリックコメント開始

１０月２０日 パブリックコメント締切

１０月～１１月 意見の反映

１１月中旬 第３回大津市廃棄物減量等推進審議会

１２月上旬 同審議会からの答申

１２月下旬 計画策定
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